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「第 52 回日本伝統工芸近畿展」に出展して
―「栃拭漆木画刳抜花器」制作報告―

玉村　嘉章

1　はじめに
　日本伝統工芸展は日本工芸会主催の展覧会
であり、第一回展は 1954年（昭和 29年）、
文化財保護法の改正に伴う重要無形文化財指
定・重要無形文化財保持者（人間国宝）認定
制度発足の年に実施された。工芸分野の中で
国内最大級の展覧会であり、本展、部会展（７
分野）、支部展（９支部）が開催されている。
今回作品を出展した近畿支部展は近畿二府四
県の工芸作家を対象とした公募展であり、入
選作品は京都髙島屋グランドホールでの展示
が行われた。

2　出展作品について
作品題名：栃拭漆木画刳抜花器（図 1参照）
素材　　：栃、生漆
寸法　　：Ｈ 185×Ｗ 185×Ｄ 130ｍｍ
制作年　：2023年
　木工の技法には指物、刳物、挽物などの他
に曲物、箍物、木画、象嵌など多くの物があ
る。それらの中から一つの技法に特化して作
品を制作する事もあるが、近年では複数の技
法を一つの作品の中に取り入れ、新しい表現
を模索するものが多く見られる。主な例とし
ては指物の箱に刳物の技法で装飾を加えた物
や挽物の盛器に象嵌の技法を用いた物などで
ある。今回制作した作品は木画、刳物、拭漆
の３つの木工で用いられる技法を融合させた
作品である。通常木画は杉の柾目等の杢目を
幾何学状に配置したものや数種類の色の異な
る木材を用いて文様を表すものである。私が

普段制作でよく用いる栃の縮杢に拭漆を行う
作品は、拭漆を行う事によって強調された栃
の縮杢の縞模様が特徴であるが、その縞模様
を木画の技法を用いて幾何学状に配置する事
によってこれまでになかった新たな表現が可
能なのではないかと思いついたことが制作の
きっかけである。制作工程については先ず表
面に現れる木目が交互に斜めに木取られ並べ
るとＷの文字の様になるようする。それらの
木材を楕円柱状に組む為に扇型に加工を行
う。ラッシングベルトで仮止めを行い外側に
も内側にも隙間が無いよう慎重に扇状の加工
を何度も行い微調整する。楕円柱の加工の後、
花器の輪郭を一つずつの木材に型紙を用いて
墨付けを行いコンターで切断作業を行う。そ
の後切断を終えた部材の接着作業に移るがそ
の際には仕上がった際に矧ぎ目が目立たない
様、漆を弾かない接着剤に暗い色目の弁柄で
着色したものを使用した。接着の後は成形作
業に入るが成形の際には通常は豆鉋を用いる
が今回の器物は深く径の狭い筒状である為、
木工用ヤスリも用いた。木地が完成した後、
拭漆の作業を行った。工程は以下の通りで
ある。＃ 180のサンドペーパーで空研ぎを
行った後水引きをする。水分が十分に乾いた
後生漆を用いて捨摺りを行う。芯までしっか
りと漆を硬化させるため漆室に 1週間入れ
る。＃240のサンドペーパーで空研ぎを行う。
＃ 180の傷を完全に消し切る事を優先させ、
ある程度漆分が無くなり木地が出ても良いと
考える。その後 2回目の摺りを行いまたしっ
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かりと時間を掛け漆を硬化させる。＃ 320
から＃ 600まで同じ工程を繰り返す。その
後生漆に砥の粉を混ぜたものを用いて木地の
表面を研磨する拭錆を行う。研磨工程を終え、
生漆を薄く木地に塗って拭き残す摺重ねの工
程を 8回行い完成とした。今回制作した作品
は初めての試みであり今後更に様々な試行錯
誤を経る事で今までなかった木工の作品とな
ると考えており、今後も研究を継続していき
たいと考えている。

３　経過と成果について
　審査は重要無形文化財保持者、府県指定無
形文化財保持者、工芸会会員及び学識者に
よって構成され、全部門の総出品数は 244点、
その内入選は 211点であった。木竹分野に
関しての総出品数は 29点、その内入選は 25
点であった。入選作品は京都髙島屋グランド

ホールにて 2023年 4月 12日から 4月 17日
まで陳列された。今後の制作の目標としては、
木画の矧面の接着が拭漆工程の際に色浮きし
てしまわないような接着方法の研究を行って
いきたいと考えている。また、彫刻技法も取
り入れ器物表面の装飾を行い縮杢の木画がよ
り映える表現法を研究していきたいと考えて
いる。更に昨年度導入した軸傾斜横切盤を用
いて任意の傾斜角で加工した木材による、刳
物と木画の技法を融合させた作品の制作に取
り組み、来年度の公募展での発表を行いたい
と考えている。

４　おわりに
　この展覧会を企画運営された主催及び後援
の皆様に感謝致します。そして、鑑賞者の皆
様に深く感謝申し上げます。

図 1　栃拭漆木画刳抜花器
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乾漆丸筒の作成
―乾漆造形構造の強度試験報告―

三木　表悦

1　はじめに
　漆工芸品の創作活動では一般的となった乾
漆技法による造形だが、その構造は実質使用
にはどれくらいの強度があるのか明確な数字
は少なく、製作においても作業の進め方は感
覚的な判断となることが多い。今後の作品制
作に向けて、強度の確認のため７種類の繊維
素材を使いテストピースを試作し試験した内
容を報告する。
　現代の漆工芸においては布や紙などを糊漆
などで貼り重ねて成型する方法が乾漆造形技
法とされ、多くの漆工芸作家が取り組んでい
る。私自身創作活動においては好んで使う技
法だが、乾漆技法がその他の造形技法に比べ
て特別に優れているかというと一長一短があ
る。今回は製作に先立ち、強度を再確認する
ため、基材となる繊維質の種類（７種）を変
え試験を行った。

2.1　テストピースの製作と試験手順
　①石膏型で同径の円筒を複数製作②定めら
れた手法、材料で目標の厚みまで貼り重ね厚
み 1,5～ 2,0㎜の円筒の乾漆製作③油圧プレ
ス機で簡易荷重（加圧）試験を行う。

2.2　乾漆制作の素材（表１参照）
(a)美濃紙 (厚口 ) 原材料楮
(b)美濃紙 (薄口 ) 原材料楮
(c)美栖紙 (薄口 ) 原材料楮・胡粉
(d)漉紙　原材料ナイロン
(e)不織布ワイパー、原材料パルプ・ポリプ
ロピレン
(f)麻布 (細 ) 原材料麻
(g)麻布 (粗 ) 原材料麻

2. ３　紙の貼り重ね条件
(a)紙を貼る接着剤は糊漆を使用
(b)紙貼の厚みは１．５～２ｍｍを目標
(c)糊漆の配合は米糊６：漆４の比率

2. ４　試験方法
　油圧プレス機で、目視で破損が確認できる
状態まで加圧。判断された時点の圧力を測る。
※圧力計がトン (ｔ )表示のみなので、今回
はその表示を目安に試験をした。

3　貼り重ね作業工程
　一枚ごとに接着剤（糊漆）を塗付し貼り重
ねた。貼り重ねる際に次の素材との間に糊漆
の過不足がないように、十分注意した。素
材 (a)(b)(c)は楮紙だが厚みや密度が違い特
に (a)は厚くしっかりとしており、接着剤が
浸み込みにくく貼り難いが、必要な厚みに達
する為の枚数が少なかった。ただし、一枚当
たりの作業時間は増大した。(c)は柔軟性が
あり曲面などにも貼りやすい特徴があるが、
貼る枚数は多くなった。また紙自体が千切れ
やすかった。(d)は接着剤が浸み込みやすい
がとても薄いため 40枚以上貼り重ねてよう
やく最低目標 1.5mmの厚みとなった。(e)は
浸み込みやすいが、一枚づつ分厚過ぎて繊維
の中に浸み込んでいない部分も多く貼りにく
かった。 (f)(g)は布貼乾漆の強度比較の基準
とするため作成した。※通常の乾漆工程では
麻布の貼り重ねは布の目の中（経糸横糸の間
の四角い空間）に漆と「砥の粉（砥石を粉砕
したもの）」などを混ぜた「錆」を詰めて隙
間を埋めて強度を増すが、今回はその工程は
省き、繊維と糊漆のみの構造体とした。
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日常生活で漆器に加わるダメージは落下など
の衝撃なども多い。今後は落下実験など条件
を変え実験を重ねることで、より適切な素材、
工程、貼り方の技法の組み合わせを検討し、
作りやすく使いやすい壊れにくい漆の構造を
研究し、日常生活で使える漆器制作の可能性
を広げたい。

4　試験結果を受けての考察（表１）
　試験では表１のような結果となった。ただ
し油圧ジャッキでの簡易な計測であり、数値
としても圧力と質量という本来違う単位であ
り正確な評価とはならないが、テストピース
の比較対象はできた。全体としては荷重と共
に全体が潰れていく変化だったが、その中
では (b)が最も壊れにくかったと感じる（図
１）。特徴的だったのは (d)で、加圧中に破
砕音と共に急にちぎれた。(図 2）これは繊
維の隙間に過剰に漆が充填された結果柔軟性
が失われ、ゆとり（遊び）がなくなり脆くな
り破断したと考察できる。また (c)(e)は元の
紙自体の密度が薄く柔らかであり、硬化した
時点でやや軽く感じた。結果、脆弱な構造と
なっていた。特に (e)は素材自体が柔らかく
厚みがある事からか貼り重ねの作業性は良い
が (c)よりもさらに繊維質の絡まりが弱く、
最も早く変形した。

5　おわりに
　乾漆造形構造が荷重に対してかなりの強度
を持っていることを、実際に壊れるまでの強
度試験を行うことで実感できたことは、作品
制作者としては大きな経験となった。ただし

図 1　執筆者撮影　(ｂ ) 実験後

図 2　執筆者撮影　(ｄ ) 実験後

表1　※加圧の数字は他の試験素材との比較対象の参考とする。
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